






1  　「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省初等中等教育局 ,19文科初第 125号 ,平成 19年 4
月 1日）平成 30年 11月 30日
 閲　覧 http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/nc/07050101/001.pdf
2  　学校教育法（昭和 22年第 26号）上では、児童は小学校及び特別支援学校小学部に在籍する者を指し、
生徒は中学校・高等学校及び特別支援学校中学部・高等部に在籍する者を指している。本研究の対象は特
特別支援学校高等部の進路指導に関する研究










































3  　学校教育法 第 72条
 「今後の特別支援教育の在り方について（最終報告）」（文部科学省 2003年 3月）平成 30年 11月 30日　
閲覧 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou/054/shiryo/attach/1361225.htm
4  　学校教育法 第 73条
5  　「特別支援教育資料（平成 29年度）」（文部科学省平成 30年 6月）平成 30年 11月 30日
 閲 覧 http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail /__icsFiles/afieldfi
le/2018/06/27/1406445_001.pdf
6  　熊地 需・佐藤 圭吾・斎藤 孝・武田 篤「特別支援学校に在籍する知的発達に遅れのない発達障害児の現
状と課題－全国知的障害特別支援学校のアンケート調査から－ 」『秋田大学教育文化学部研究紀要 教育科
学』　第 67巻所収 ,pp.10-11,2012
















































第 1 章　X 特別支援学校・Y 特別支援学校の進路指導に関する聞き取り内容



























































































































































































13  　「精神障害者保健福祉手帳の障害等級の判定基準について」（厚生省保健医療局 , 健医発第 1133号 ,平














































































第 1 節 特別支援教育学識経験者 C 氏への聞き取り
高等支援学校とそこに勤める教諭について






















16  　田中 良三「わが国における養護学校高等部（精神薄弱）教育の成立・展開過程」『障害者問題研究』第
43号所収 ,pp.50-66,1985
17  　田中、前掲 16、pp.52-57
18  　田中、前掲 16、pp.60-62





























聾学校及び養護学校高等部学習指導要領」参照 平成 30年 11月 30日 
 閲覧 http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/old-cs/1322598.htm



































1,100,000円と出されている  21。このように、公立の小学校中学校のおよそ 7倍もの教育費


























りの学校教育費（平成 27年度）－公立－  平成 30年 11月 30日







ことが考えられている。下山 美麗・平田 勝政「特別支援学校高等部における福祉科の実践動向 ― 知的障







































































































 堀川 直史「コンサルテーション ･リエゾン精神医学」『精神神経学雑誌』第 109巻第 7号 ,pp.709-710,2007
 堀川 直史「地域として行うリエゾン診療」『総合病院精神医学』26巻 4号 ,pp362-364,2014
－ 75－
つ能力を評価したからこそ企業就労へ結びついたといえる。基盤としての学校システムを整
えても、機械的にシステムを運用するだけでは意味がない。特別支援学校側として教育・支
援をする教諭ら人材がいかなる意識を持ち、加えて、整備されたシステムの中で柔軟にいか
に対応していくことが「特別な支援」において重要な要素であることが理解できる。Y学校
の進路指導には、こうした教諭ら人的資源が在籍する生徒の進路支援に結びつく的確な役割
を果たしているという特徴がある。
上記のように、X学校と Y学校の進路指導は、「人のつながり」を重視している点と、基盤
となる進路指導の仕組みを整え、それらを柔軟に活用する点に力点を置きながら、双方の学
校共に生徒の稼働能力と就労へのステップを的確に分析・理解し、教育者の視点をもって就
労の可能性を模索している。また、生徒の就労の可能性を広げるための選択肢として企業や
関係機関との調整・職場開拓を絶えず行っていることも重要である。これらの進路指導業務
は非常に特徴的であり、教育者と進路支援者として業務を担当する教諭は学校教育の場にお
いて特化した存在であると筆者は考えた。
第 4 章　結びにかえて
本稿では、主に知的障害（本稿の場合には、発達障害も含んで検討してきた）のある生徒
が在籍する、特別支援学校高等部の進路指導教諭の具体的な活動例について現状を把握する
ための調査を行い、その調査内容を紹介しつつ一部では検討を加えた。
まず、特別支援学校の進路指導を担当する教諭が、自身の経験則を活かしつつ、個別の判
断により、知的（発達）障害の程度に応じて、在籍する生徒の進路指導に専念し、進路先と
生徒、保護者の間の調整役となっていることが理解できた。
ただし、それら教諭の経験則が、幅広く各教諭や生徒、保護者に共有されていない傾向が
あることが残念であった。進路指導教諭の経験則とは、当初は「足で稼ぐ」ものから始まり、
のちに、他の者とは比較対象にならない特別支援学校と地域の社会資源を結ぶデータベース
となり、あるいは、調整役としての活動は専門性が高い活動と考えられた。
また、特別支援学校の進路指導教諭は、学校教育の教育者として在籍する生徒の持つ能力
を伸ばす、あるいは、引き出す役割を担っている。それらが、在籍する生徒の将来的な自立、
（本稿の趣旨に沿うならば）職業的な自立、そして社会参加につながるものと考える。
繰り返すが、進路指導教教諭が自身で培ったこれまでの進路指導における経験則を活かし
てきたことは高く評価できるが、個々の進路指導教諭の経験則のみに個別に依拠して、相変
わらず進路指導業務を遂行している点は、特別支援学校高等部の進路指導における大きな課
題である。それでは経験則の専門性が継承されず、進路指導教諭の専門性の有無により、知
的障害（あるいは発達障害）のある生徒の利益・不利益につながりかねず、学校教育の現場
－ 76－
としても、進路指導の福祉的要素の観点からも許されものではない。まずは、その経験則を
継承していくことが重要であり、また、変容する社会情勢にその経験則を変化させつつも適
用させ続けることが必要である。
本研究における進路指導教諭への聞き取り調査を通して、新たに、先に述べた経験則を活
用・継承する「進路指導のためのマニュアル」の作成の必要性について、筆者としても強く
感じた。早急な課題となるが、そのマニュアル作成に専念し、その効果を確認することを筆
者の今後の課題としたい。
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